
沿道居住者等の合意形成を図っていること。

例えば、通勤・通学に使用される道路では、通勤・通学ラッシュ時間帯を避
けるなど、交通頻繁な時間帯に実施していないこと。

利便増進誘導区域内に設けられるものであること。

利用客が滞留するおそれがある場合は、整理誘導等の必要な措置を講じてい
ること。

テラス営業を目的とした申請の場合、利用客が許可された範囲を超えて利用
しないよう、テーブル、イス等を配置していること。

道路標識、信号機等の見通しを妨げるような場所に設置し、又はその見通し
を妨げるような方法で設置していないこと。

音響装置を設置する場合は、緊急自動車のサイレン音、視覚障がい者用信号
音、その他交通の安全と円滑を図るために鳴らされる音の聴取を妨げない音
量であること。

営業上必要な仮設施設の設置時間は、店舗の営業時間内とし、その他の時間
帯については、交通の妨害とならないような方法で整理を行っていること。

車両等の通行止め規制の実施が見込まれる場合や多数の人手が見込まれる場
合は、予想される交通量を処理できる迂回路を確保していること。

注：ここに示す確認事項は、申請者自らが沿道飲食店等の路上利用に当たって、これらの事項を
　確認している場合、申請者は都道府県警察への事前相談を経ることなく、道路使用許可の申請
　を行うことが可能であることを示すものです。
　　仮に、これらの確認事項を満たさない場合であっても、道路使用許可が可能となる場合があ
　りますので、都道府県警察にあらかじめご相談ください。
　　なお、これらの確認事項を満たす場合であっても、交通への支障等の観点から、申請内容
　の補正等を求める場合があります。

※ 「新制度」とは…歩行者利便増進道路の利便増進誘導区域内における歩行者利便増進施設
　等の設置について、道路占用許可の特例を適用することができる制度のこと。
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新制度における沿道飲食店等の路上利用に係る確認事項
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路上利用の日時

安全対策の内容

路上利用の場所


